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議題（２）オレンジゆずるバスの利用促進について 

１．小学生を対象にしたオレンジゆずるバスの無料乗車イベント（令和７年８月） 

（１）イベント実施概要 

 

（２）実施結果 

 

（３）今後の方針 

　　再発行や公立小学校以外の児童への発送が想定よりも発生しなかったため、予算額 100,000 円に対し、 

　　決算額は 32,974 円であった。【予算残額：67,026 円】 

　　➡予算残額の範囲内で、令和 8 年 2 月においても無料乗車イベントを開催し、 

　　　再度利用促進を図るとともに、別シーズンおよび休暇期間外での効果検証を実施する。 

 実施対象 箕面市内在住の小学 1年生～6 年生

 実施期間 令和 7 年 8月 1日～8月 31 日　※夏休みは令和 7 年 7 月 21 日～8月 25 日

 実施方法 ○事前に対象者にオレンジゆずるバスの 1日乗車券との無料引換券を配布 

○実施期間中、バス降車時に無料引換券を 1日乗車券に引換

 ねらい ○子世代・親世代への利用促進 

○小学生に対するバスの乗り方・利便性の教育（＝モビリティ・マネジメント） 

○効果分析を行い、今後の利用促進策を検討

 引換券配布数 8,447 枚

 イベント利用者数 129 人（利用率：1.53％）

 
アンケート回答数

【引換券記載アンケート】129 人

 【WEB アンケート】163 人　※うちイベント利用者 49 人

 分析結果 

※詳細は参考資料

④のとおり

○利用者数は前年同月より 8.3%増加した。また小児の 1日乗車券の販売枚数（無

料引換券での発行枚数は除く）は 78 枚となり、前年同月の販売枚数（10 枚）

よりも顕著に増加していることから、本イベントにより、小学生等の需要が喚

起され、リピート利用につながり、利用者数が増えたと考えられる。 

○一方で、収入額も前年同月より 7.5％増加しているものの、直近 3 ヶ月（令和

7年 5月～7 月）の前年同月からの伸び率平均（9.4%）を下回り、本イベントに

よる収入改善の効果までは確認できなかった。 

〇イベント利用者の約 6割のかたが「バスの乗り方を学習できた」と回答してお

り、モビリティマネジメントに一定寄与したことを確認できた。また利用しな

かったかたも約 2 割が「今後、バスを利用したいと思うきっかけになった」と

回答しており、バス利用への姿勢が一定向上したことも確認できた。 

〇イベント利用者の約 8割が利用意向を示しており、本イベントにより利用促進

が図られていることを一定確認できた。

 実施費用 32,974 円（引換券印刷・発送、広報等）

資料２
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２．箕面まつりにおけるオレンジゆずるバスの啓発品配付（令和７年９月～１０月） 

（１）実施概要 

 

（２）実施結果 

 

（３）今後の方針 

　　今年度の実施結果を踏まえ、箕面まつりを通じて利用促進をより効果的に実施するための方法を検討

し、次年度以降も引き続き実施する。  

 実施対象 下記の乗車対象期間において、オレンジゆずるバスをご利用されたかた 

令和 7 年 9月 1日（月）～10 月 5 日（日）

 実施期間 令和 7 年 10 月 4 日（土）～10 月 5日（日） 各日 13:00～20:00

 実施方法 ○上記対象期間内の１日乗車券または乗車証明券をご提示いただいたかた限定で箕面ま

つりにて抽選会を実施 

○抽選結果に応じて各種景品（バスタオル、ハンカチ、クリアファイル）を配付

 広報媒体 ○市公式ホームページ 

○もみじだより 

○ラジオ（みのお FM） 

○SNS（市公式 X、市公式 YouTube） 

○オレンジゆずるバス車内掲示 

○商業施設や主要鉄道駅等でのチラシ配架、ポスター掲示 

○デジタルサイネージ

 ねらい ○幅広い世代への利用促進（バスに乗るきっかけ作り・バスのことを知ってもらう） 

○子どもに対するバスの乗り方・利便性の教育（＝モビリティ・マネジメント） 

○サポーター店制度の周知（抽選参加方法がサポーター店特典の受け方と同様のため）

 抽選回数 ○10 月 4 日（土）：482 回、10 月 5 日（日）：387 回 

○2 日間合計　　：869 回

 実施結果 抽選には多くの世代のかたが参加し、中には箕面まつり当日にオレンジゆずるバスに

乗車し参加されたかたも見られ、一定利用促進が図られたことを確認できた。
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３．大学と連携したオレンジゆずるバス利用促進施策の検討について 

（１）概要 

　　　オレンジゆずるバス再編検討分科会で「若者世代に向けて利用促進を行うべき」とのご意見を受け、 

　　利用者目線・若者の視点からオレンジゆずるバスの利用促進を検討していくことを目的に、大学との連　　

携により、利用促進施策を検討していく。 

　　　 

 

（２）検討体制 

　　　大学と箕面市地域公共交通活性化協議会事務局（箕面市役所地域創造部交通政策室）が連携し、オレ

ンジゆずるバスの利用促進策の検討・実施・効果検証を行う。 

　　　検討状況については逐次、箕面市地域公共交通活性化協議会で報告する。 

 

 
 

（３）スケジュール 

　　　令和 8 年 4 月～7 月で利用促進策の検討、令和 8年 8月～11 月で施策の実施、令和 8年 12月～令和

9 年 3 月で効果検証を行うことを予定。（ただし、各期間は取組状況に応じて柔軟に調整） 

　　　施策実施前と効果検証後には、それぞれ協議会にて状況を報告 


